
【高校 2 年 休校中の課題】 4 月 27日～ 

科目

名 

内    容 提出日 

国語 ① 2019年度進研模試の過去問題を解く（制限時間を守ること） 

② 解答例を見て、〇付けと間違い直しをする。 

③ ６月の模試に向けて、自分が理解していないと感じた分野を自主

勉ノート等に学習する。 

 

解答用紙のみ、４月30日

の登校日に回収します。 

数学 ※円の方程式について、教科書やチャートを利用して下記の予習を

行ってください。わからない問題もあると思いますが、学校再開後授

業で取り扱っていきますので、安心してください。 

【４プロセス数学Ⅱ】 

問題 171.173.174.175.176.178.182.183.184.185.186.187.193 

 

課題ノートに問題を解い

て○付けまでやる。数が

多くないので、わからな

い問題は繰り返し解くと

よいでしょう。 

４月３０日に回収 

英語 CrownⅡLesson 2 予習→タスク→和訳確認→予習サブノート→レビ

ューシート(１週間に 2sec) 音読練習 ＊授業ノートを提出  

4/30にプリント配布（フレーズ・タスク・和訳・小テスト・レビュー） 

5月 11日（月） 

Evergreen 仮定法（１）～仮定法 plus ワークブック問題  授業内で確認 

プロダクティブ英作文 U1復習 U4～5学習ノート 授業内で確認 

Focus on listening Standard U4～5（CDを聞いて解答→Dictation＋

別冊類題） 音読練習も行うこと 

授業内で確認 

Applause Vol.2 Lesson 17～18  Leaｐ 英単語 ｐ.284～p.295 

Next Stage p.34～p.59  毎日少しずつ何度も繰り返そう 

週テスト２回分時間を計って行う→採点→テスト直し 

テスト直しのみ各登校日

に提出 

WINSTEP Unit 1～2 目標時間を計って解答→辞書などで調べる 授業内で確認 

化学 ２年理系 

 

・前回提示した「セミナー化学基礎」の範囲を行った

課題ノート 

・前回配布した「一日一題」を答え合わせして提出 

4月 30日(木)登校日 

 2 年 理 系

(23HR) 

・「一日一題」 

☆「セミナー化学基礎」 

・p72プロセス、ドリル ・No.127～133 

・基本例題 15 ・p82プロセス、ドリル  

・No.141～153 ・基本例題 16，17 

・p93 プロセス、ドリル ・No.161～175＊１６５は除

く ・基本例題 18～19 

＊課題はルーズリーフに行い、まとめて(綴じて) 

提出 

5月 11日(月) 

 



 2 年 理 系

(24HR) 

・「一日一題」 

☆「セミナー化学基礎」 

・p72 プロセス、ドリル ・No.127～139 ＊134(3)(4)

除く   ・基本例題 15 ・p82 プロセス、ドリル  ・

No.141～153 ・基本例題 16，17 ・p93 プロセス、ド

リル ・No.161～175、 

・177～180＊１６５は除く ・基本例題１８～１９ 

＊課題はルーズリーフに行い、まとめて(綴じて)提

出 

5月 11日(月) 

 

物理 リードα物理基礎・物理 P35 基本例題 13～P41 基本問題 84 5/12 授業時 

生物基礎 配布プリント   ※必ず名前を書くこと 5/11(月）に担当の先生

に提出 教科書 P22～51をよく読み、穴埋めをすること。 

日本

史 

前回の課題に追加して、一問一答問題集 p.1～p.8（日本列島と日本

人～前期・中期の古墳）の問題を解いておく。 

ルーズリーフ等に解答を

書いて、休校明け最初の

授業で提出。 

世界

史 

Ｎｏ．15～No.20（共和政ローマ史）の予習・・・・・これまで配った範囲

が、例年の１学期中間試験の範囲です。 

提出は求めない。 

自主学習に任せる 

〇教科書 P．40～P．44， 図説 P．32～33， 問題集Ｐ．18～19 サボったら結果が 

〇前回同様、世界史Ａのノ－トが使えます。 出ず、すぐバレる。 

地理   

倫理 ①倫理 10分間テスト p3～p8 解答は、穴埋めのプリントへ行い ①は４月 30日提出 

プリントを提出。丸付けも行う。 

②記述式のプリント（この配布は次の臨時登校日） ②は５月 11日提出 

 自分で考えて書いてみよう（資料集も持ち帰ることを推奨） 

家庭

基礎 

  

保健 保健ノート P５６～P６５ 5月 11日提出 

芸術 芸術科音楽専攻生  

別紙（音楽理論・ソルフェージュ・専攻・副科・演奏研究）課題あり 

 

 


